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一
般
会
計
予
算
は
百
八
七
億
七
九
二
〇
万
円

（
昨
年
度
二
町
当
初
予
算
比
二
％
増
）
、
特
別
会
計

と
の
総
額
は
三
百
二
三
億
〇
四
七
五
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
三
月
定
例
市
議
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。 

 

十
三
億
円
の
特
例
債
事
業
を
実
施 

 

予
算
で
は
、
合
併
特
例
債
事
業
と
し
て
六
事
業

（
十
三
億
三
六
〇
〇
万
円
）
が
予
算
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
主
な
も
の
は
、
防
災
無
線
整
備
、
駅
前
排
水
対

策
、
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
、
旧
中
主
町
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
（
「
な
か
さ
と
」
は
十
七
年
度

に
建
設
。
「
ひ
ょ
う
ず
」
は
、
十
七
年
度
に
設
計
と
用

地
費
な
ど
、
建
設
は
十
八
年
度
）
な
ど
で
す
。 

こ
の
な
か
で
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
十
七
年
度
か
ら

二
ヵ
年
で
建
設
。
全
市
で
中
学
校
給
食
を
実
施
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
校
方
式
や
地
産
地
消

の
立
場
か
ら
の
検
討
が
十
分
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

市
民
の
暮
ら
し
守
る
予
算
を 

  

暮
ら
し
・
福
祉
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
世
論
と
運
動

が
実
り
、
介
護
激
励
金
、
在
宅
ね
た
き
り
老
人
お
む

つ
助
成
、
防
犯
灯
管
理
費
補
助
な
ど
が
、
新
市
全
体

に
拡
充
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

旧
中
主
町
内
に
循
環
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。 

 

一
方
、
旧
二
町
の
国
保
税
や
介
護
保
険
料
が
統

一
。
し
か
し
国
保
税
な
ど
は
、
旧
二
町
と
も
値
上
げ

が
さ
れ
ま
す
。
合
併
前
の
説
明
で
は
、
「
負
担
は
低
い

方
に
」
と
言
い
な
が
ら
、
こ
れ
に
反
し
て
い
ま
す
。

国
は
合
併
で
住
民
負
担
や
公
共
料
金
が
急
激
に
変

動
し
な
い
た
め
に
「
格
差
是
正
」
の
補
助
金
（
地
方
交

付
税
と
し
て
約
九
億
円
・
三
～
五
ヵ
年
で
＝
合
併
前

の
住
民
説
明
会
）
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
補
助
金
も

料
金
の
引
き
下
げ
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
決
め
る
重
要
な
予

算
で
す
。
日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
「
暮
ら
し
優

先
」
の
予
算
へ
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 

市
議
会
に
行
っ
た
、
イ
オ
ン

誘
致
に
関
す
る
説
明
会
で
の
内

容
は
、
旧
中
主
町
が
進
め
て
き

た
も
の
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
す
。 

企
業
誘
致
に
行
き
詰
ま
り
、

約
三
〇
億
円
の
借
入
金
返
済

を
最
優
先
す
る
た
め
、
「
渡
り
に

船
」
で
イ
オ
ン
の
誘
致
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
十
分
な

検
討
が
な
さ
れ
た
と
は
い
え
ま

せ
ん
。 

 

市
の
計
画
で
は
、
二
〇
年
間
の

借
地
契
約
で
、
総
収
入
は
二
二

億
三
四
〇
〇
万
円
。
そ
の
結

果
、
借
入
残
高
は
約
十
二
億
円

と
な
り
、
そ
の
後
の
土
地
販
売

は
容
易
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
計
画
は
、
イ
オ
ン
が
二
〇

年
間
営
業
し
て
の
も
の
で
す
。

契
約
で
は
、
一
〇
年
を
経
過
す

る
と
イ
オ
ン
の
撤
退
は
可
能
と

な
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
撤

退
し
て
も
敷
金
（
約
四
六
〇
〇

万
円
）
の
返
還
は
不
要
で
す
。
同

時
に
問
題
は
、
イ
オ
ン
が
一
〇

市
民
の
暮
ら
し
優
先
の
新
市
を
め
ざ
し
、
「
要
求
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
各
ご
自
宅
に
配
布
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
ま
ち
づ
く
り
の
ご
提
言
や

暮
ら
し
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 

   

イ
オ
ン
が
乙
窪
工
場
団
地
に
進
出
を
計
画
し
て
い
る
問
題
で
、

山
﨑
市
長
は
、
「
二
月
中
に
決
断
（
誘
致
）
し
た
い
」
と
一
〇

日
開
催
の
議
会
説
明
会
で
表
明
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
元
商

業
や
住
環
境
の
対
策
は
不
十
分
で
す
。
ま
た
、
工
場
団
地
の
約

三
〇
億
円
に
も
上
る
借
入
金
返
済
計
画
は
、
イ
オ
ン
と
予
定
し

て
い
る
契
約
内
容
か
ら
み
て
も
抜
本
的
解
決
に
つ
な
が
り
ま

せ
ん
。 

 １７年度野洲市予算の概要が発表されました。合併後初
の年間予算で新市のまちづくりの方向を決める重要な予
算です。同時に小泉内閣の国民犠牲から市民の暮らしを守
る予算が求められています。日本共産党議員団は、3月定
例市議会で全力でがんばります。 

年
以
上
営
業
す
る
保
障
が
な
い

こ
と
で
す
。
業
界
最
大
手
と
い

わ
れ
る
イ
オ
ン
で
す
が
、
こ
の
数

年
、
本
業
の
営
業
利
益
は
、
大

幅
減
益
で
す
。
一
〇
年
以
内
の

撤
退
も
十
分
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

地
元
商
業
や
住
環
境
対
策
も

不
十
分
で
す
。
市
で
は
、
イ
オ
ン

に
対
し
て
、
「
地
域
振
興
に
対

す
る
協
定
書
」
を
締
結
し
対
策

を
取
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 

イ
オ
ン
の
営
業
品
目
は
十
八

万
種
、
二
十
四
時
間
営
業
で

す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
地
元
店

舗
と
重
複
す
る
商
品
の
取
り
扱

い
規
定
や
融
資
の
支
援
策
を
検

討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
資
本
力
を
背
景
に
展
開
す

る
大
型
店
に
対
抗
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
二
十

四
時
間
営
業
で
、
周
辺
の
環
境

は
交
通
混
雑
も
含
め
激
変
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
問
題
点
も
多

く
、
安
易
な
誘
致
は
ま
ち
の
将

来
も
崩
壊
し
か
ね
ま
せ
ん
。 

 
 


